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１ はじめに 

令和５年度の「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」で は、

小・中学校における不登校児童生徒数は約 346,482 人と前年度から 47,434 人（15.9％）増

加し、過去最多となった。児童たちを取り巻く環境が変化する中で、不安や悩みを相談でき

ていない児童たちがいる可能性や、児童たちの不安や悩みが従来とは異なる形で現れたり、

一人で抱え込んだりしている可能性等も考慮し、児童たちの小さな SOS を見逃さず「チーム

学校」で素早く支援するとともに、教育と福祉等が連携しつつ、児童やその保護者が必要な

時に支援が行われる体制整備が求められている。個々に寄り添った学びの場の整備、および

学習方法や評価手法については前例が少なく、支援の事例や工夫を示すことは喫緊の課題

である。そこで本研究では、不登校施策に関して前例となる事例や評価等手法を示し、積極

的に情報発信を行う。 

 

２ 本プロジェクトの実施 

（１）不登校や登校しぶりにある児童の学びの場および学習方法に関連する事例の検証 

①個別支援計画の作成：A 小学校で不登校または別室登校などで教室での授業を受けるのが困難

な児童の個別の支援計画を作成した。作成にあたり各種心理検査結果や医療機関や相談機関等

からの助言及び保護者および児童へのヒアリングも含めて学校生活などの課題と学習環境の

調整を行なった。保護者から児童へ、教室での学習への参加が求められていたが、児童からは、

教室での一斉授業に合わせた学習に対して不安や意欲の低下が見られ、学習環境（場所）の問

題が明らかになった。児童が安心できる環境や学習方法を経験して模索する中で、教室での部

分参加、学校内の別室（保健室やリソースルーム等）、（学校外）オンライン授業や適応指導教

室の利用の希望が挙げられた。また、その日の希望で柔軟に過ごす場所を調整できること、さ

らに学校内では学習支援員（大学生や大学院生）による学習やコミュニケーションサポートが

求められた。 

②個別学習活動の実践:学校の教育過程に沿ったカリキュラムでは、興味関心がないものへの意



欲が低く、また在籍クラスの進度に合わせることへの不安が見られた。そのため個々に興味関

心のある教科や領域からアプローチをすることで、個々のペースで取り組むことから、学習へ

のポジティブな反応が見られた。また学習の困難さに対して ICT の活用で苦手を代替して学習

に参加するきっかけを見出した。 

a.農作物の栽培と加工：植物の成長や収穫が目に見えた目標となり、登校のきっかけとなった

り、収穫した農作物で調理したいものを計画したりするなどの活動から、理科の植物に関す

る内容へ接続した。 

b.興味関心から取組む（外部）講師を活用した学習： 

1)理科の実験：体育館にある運動機器等を用いて、大型の振り子装置などを設置し、振り子

の規則性、再現性へ接続した学習を行なった。 

2)調理を介した理科や算数の学習では、料理研究家を講師として、家庭科室で少人数の料理

教室を開催した。人数が少ないので、一人ですべての調理や後片付けを行った。講師による

デモンストレーションを経て、一人ずつ調理をした。調理過程で質問し、一人では難しい作

業を他者に手伝ってもらうよう声をかけたり、自分の苦手な食材を取り入れたりと、普段の

生活では自ら行うことが困難な行動へとつながった。また、調理体験の達成感が自信となり、

家庭で再度調理をしたり、調理したものを友達に食べてもらったり、家庭で家事の手伝いを

するなどの変容も見られた。また、高学年では家庭科、中学年では理科や算数の関連する内

容を学習する姿も見られた。 

3)プログラミングによるロボット操作を介し、児童の心理的負担を軽減し、協働的な学びを

行えるための学習を行った。プログラム作成は個人でスタートしたが、プログラムを作成す

る中で、児童同士のプログラムを見たり、体験したりする中で、完成したプログラムは、個

人で完結できるが、作成したプログラムを基に他者に紹介したり、体験し合あったりするこ

とで協働的なかかわりが生まれた。また高度なプログラミング言語も設定されているので、

関心が高い児童は、自分で英語の意味などを調べ、プログラミングを深く学ぶきかっけとな

った。児童は（やらされている、勉強しなければいけないという様な）心理的負担を感じる

ことなく協働的な学びを行った。 

c.ICT を活用した学習支援：デジタルツールを用いたノートの記録や学習資料の作成、学習し

た内容の定着を図るためにオンラインクイズの作成をしながら、記憶する流れができた。書

字の苦手さを抱える児童にとって、負担を少なく学習に参加できる環境が整備された。また、

メタバース空間における個別学習では、対面でのコミュニケーションが困難であった児童が、

アバターを通じて徐々に関わる人を増やし、海外英語圏在住の教員 OB との交流から、英語

学習へと発展した。AI を活用した学習では、教師が伴走者として生成 AI を活用することで、

児童は探究的な学習を進め、他児童と協働的に学ぶきっかけとなった。 

③教育課程への位置づけ：対象となる児童の状況に応じて、個別の指導計画を作成し、オンライ

ン授業、別室での個別学習、メタバース空間、野外での活動等を教育課程に位置づけ、学習活

動および評価の検討を行った。評価の一例を表１、２に示す。 



表１ 個別の教育課程及び評価① 

 

 

表２ 個別の教育課程及び評価② 

 

 

 



３ 成果と課題 

   

（１）学びの場の多様化と児童の変容 

メタバース空間の活用により、対面でのコミュニケーションが困難であった児童が、ア

バターを通じて徐々に関わる人を増やし、海外在住の教員 OB との交流から英語学習へと

発展した。児童が「大丈夫だった」「こうしてみたい」という経験を積み重ねることで、教

室復帰を目標としない段階的支援の有効性が確認された。 

 

（２）生成 AI を活用した個別最適な学びと率直な思いの言語化 

教師が伴走者として生成 AI を活用することで、児童は探究的な学習を進め、他児童と

協働的に学ぶきっかけとなった。また、個別相談では、チャット上で児童の率直な思いが

言語化され、対人では見えにくい感情に寄り添う新たな支援手法となった。児童は生成 AI

に対して冷静な態度を養いながら、問題解決の道具として効果的に活用する素地となった。

こうした実践については、2025 年 11 月 22 日にＩＣＴ×インクルーシブ教育セミナーとし

て開催し（申し込み 250 人）、公開授業及び講演等を実施し、教育関係者への普及のきっ

かけとなり、教育委員会や公立学校等から研修の依頼等へつながった。今後は生成 AI 活

用の事例集やオンラインコンテンツを作成したり、公開授業を核とした教員研修を実施し

たりして、公立学校等へ普及する。 

 

（３）体験的活動を通じた協働的な学びと達成感・自信の獲得 

理科の実験、ロボット・プログラミング、料理教室等の体験的活動により、興味関心の幅

が狭かった児童が、個人の興味から出発して協働的な学びへと自然に移行した。料理教室

では、一人で全調理過程を体験することで達成感や自信を得て、家庭での再調理や手伝い

や理科や算数等の学習につながるなどの行動変容も見られた。今後は児童の興味関心から

学習への接続だけでなく、継続した学びとなるような仕組みを検討していく。 

 

（４）教育課程への位置づけと評価の実践 

異学年での活動を、児童の状況に応じて個別に教育課程に位置づけた。料理教室では高

学年は家庭科、中学年は算数や理科の単元として評価するなど、探究的・体験的学びを各教

科の学習として位置づける評価方法を実践できた。課題として、探究的な学びをどのよう

に各教科の評価に反映させるかの整理する必要がある。今後、多様な学びの場における学

習の評価に生成 AI を活用したシステムによってある程度、自動化することで、教師の負担

を増やすことなく特定分野に特異な才能のある児童に対して適切な評価ができる仕組みの

構築を進める。 


